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発表演題名 健康危機事象発生時のアトロピンおよびスコポラミンの分析 

学会名 平成２５年度 地方衛生研究所東海北陸支部 衛生化学部会 
発表者名 平井知里（保健衛生部） 

開催場所 福井市地域交流プラザ AOSSA 

開催日時 平成２６年２月６日（木）～７日（金） 

発表内容 昨年、近畿ブロックの健康危機事象模擬訓練に参加し、チョウセンア

サガオによる健康被害を想定した訓練の中で、アトロピンおよびスコポ

ラミンの分析を行った。 

訓練では HPLC を使用し、検査開始から半日で測定を終えた。一般的な

ODS カラムを用いて測定した結果、ピーク形状も分離度もよく、良好なク

ロマトグラムが得られた。模擬試料の測定結果は、検体１がスコポラミン

7.6μg/g、アトロピン 9.6μg/g、検体２がスコポラミン 110μg/g、アトロ

ピン 160μg/g であった。健康危機発生時には、未知試料の分析依頼に対し、

手持ちの機器で迅速に対応しなければならないことから、HPLC のような一般的

で汎用性の高い機器を用いた分析法は、危機管理上有効な手段のひとつにな

ると思われる。 

また、試料中濃度が低い場合や試料残量が十分に確保できない場合に備

え、後日、LC/MS/MS を用いた分析条件についても検討を行った。ODS
カラムを用いて検討した結果、感度良く測定することができ、検出限界は

注入量 5μL で 0.1pg 以下であった。 

 


